
 ワークショップの様子。

付箋に思いついた内容
を書き出して共有！

立 ち 直 りの輪をつなぐ広報誌

発行：法務省  東北矯正管区

つなぐつなぐ

教科指導

この三つが矯正処遇の三本柱です。
これに加え、社会復帰支援として、福祉的
支援や就労支援を行っています。

・改善指導では、受刑者それぞれの問題性や犯罪の内容
に合わせた働きかけを行います。

・専門職員（教育・心理）が
中心となり、グループワーク
や講話、面接などを通し、受
刑者の改善更生に向けて指導
を行います。

○薬物やアルコール依存
〇性犯罪
○窃盗
○特殊詐欺
（オレオレ詐欺など）

…etc

に向け、職員研修を
実施しました

令和７年９月１０日(水)、
岩手県公会堂にて、岩手県内自治体を対象とした再犯防止推進セミナーに、
出席して参りました。当日は県内から●の市町村に集まっていただき、午
前中は当課課長から●●や●●についての講義とグループワーク、午後は
●●先生からのご講義と演習が行われました。

講師
一般社団法人会議ファシリテーター普及協会
代表理事 釘 山 健 一 先生（写真中央）

当日は「対話の場」のスキルを学ぶため、実践
を想定した多くの装飾や掲示を施しました。「開
かれた矯正」をテーマに、実際にワークショップ
を体験しながらの学びの場となりました。

実は昨年度まで２年間、
地方自治体へ参事として
出向していました！地方
再犯防止推進計画の策定
についてはお任せくださ
い！

終始楽しい雰囲気で、ポジティブ
な感想を多くいただきました！

ﾅﾝｼﾞｬｺﾘｬ!!

感想（抜粋）

・楽しく、あっという間の講義でした。
・会場に入って良い意味で「派手な飾り付けだ」と思った
・付箋に書く方法は自分のアイディアが出しやすい
・施設の募集参観に向けて色んなアイディアを貰えた
・対話の場は楽しい。みんなでおもしろがれる、一つにな
れるのがすごく楽しかった
・「対話の場」は思いを伝える場であることが実感できた
・サービス精神の大切さがよく分かった
・矯正の幹部職員にも是非聞いてもらいたい
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令和７年９月

岩手県再犯防止推進セミナーに参加してきました！

課長

課長

一日を通し、自治体の皆様とざっくばらんに意見交換をする
ことができ、新たな気づきを得られたセミナーでした。

セミナーへの派遣依頼も受け付けておりますので、お気軽にお声掛けください！

午前の様子

昨年度まで
地方自治体に
出向しており
ました！

９月１０日、岩手県公会堂にて、令和７年度市町村職員向
け再犯防止推進セミナーが開催されました。
午前中は「市町村における再犯防止について」をテーマ
に、当課課長が講師として登壇。なぜ再犯防止が必要なの
かという背景から始まり、地方再犯防止推進計画を策定し
ている様々な自治体の取組例についてご説明させていた
だき、後半では、地域と矯正施設の連携事例について紹介
するとともに、地域の持つ様々な課題を矯正と一緒に解決
できることはないか、グループワークを通じて考えました。

午後の様子

９月１０日、岩手県公会堂にて、岩手県が主催する「令和７年度市町村
職員向け再犯防止推進セミナー」が開催されました。
午前中の講義は「市町村における再犯防止について」がテーマ。
なんと！当課の課長に講師依頼をいただきました。
講義時間を２時間も確保していただき、岩手県の担当者からは、再犯

防止の必要性、各自治体において実践されている再犯防止の取組や
６月から開始された拘禁刑の話について触れてほしい、ワークショップ
なども入れて場の雰囲気を温めてほしい、との熱いリクエスト。ここまで期待
していただけるなんて！と全力投球で臨んだ課長。すべてを網羅した講演を
無事に完遂（皆さんも当課の課長の講演、いかがですか？）。
参加された自治体担当者の皆様も熱心に耳を傾けてくださいました。

一日を通し、自治体の皆様と、実務担当者の目線から意見交換をすることができ、新た
な気付きを得られたセミナーとなりました。

午後も引き続きオブザーバーとして参加させていただきました！

午後は岩手県立大学の秋本光陽
准教授による、「罪を犯す人の背景
と出所後の支援について」をテーマ
とした講義を受講しました。社会学
的な観点を学び、罪を犯した人を
再び犯罪の世界に戻さないために、
私たちにどういったことができるのか、
意見を出し合いました。



～地元商店街×東北矯正管区×青葉女子学園～

祭が終わったあとには、「来年も良かったらよろ
しくね！」という暖かい言葉を商店街の方から掛け
ていただきました。
参加させていただく中で、きれいな七夕飾りの

裏には手間暇の必要な作業がたくさんあること、
人手不足などの理由から、複数の地域の商店街
で七夕飾りの設置ができなくなってしまっていると
いう事情があることも知りました。

準備②

地域とつながる

東北の夏の風物詩と言えば祭！今年も各県で大盛り上がりだったのではないでしょうか。宮城県でも毎年８

月６日から８日までの３日間、仙台七夕まつりが開催されました。見どころは、なんといっても街を彩る華やか

な七夕飾り。七夕飾りでつながった、矯正と地元商店街とのプロジェクトがこの度無事に終了しました。

写真

「罪を犯した少年などにも地域とのつな
がりを持たせたい」と常々考えていた当課。
今回、その気持ちに賛同してくださる方がい
るとの情報を社会福祉協議会から受け、仙
台市若林区にある女子少年院、青葉女子学
園の生徒たちが作成した七夕飾りを地元商
店街に飾っていただきました。また、当課を中
心とした管区ボランティア部のメンバーも、竹
取りや飾り付けなどに協力させていただきま
した。 想いの詰まった七夕飾りが設置され
た瞬間はただただ、感動。商店街の皆様から
も、「立派立派！」と褒めていただき、たった３
日間で終わってしまうのが寂しくなってしまう
ほど充実感を得られたプロジェクトとなりま
した。このような機会を提供いただけたこと
に感謝しております。
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今回できたこのようなつながりを大切
にしたいと強く思うと同時に、地域の
色々な困りごとに、矯正でやれることが
もっとあるのではないか…と今後の
可能性について考える機会となりまし
た。
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地域のお困りごとや、こんな連携もできるのではといった
アイディアなど、ご連絡お待ちしています！
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やり取りの中で、複数の地域の商店
街で、人手不足などの理由から七夕
飾りの設置ができなくなってしまった
という事情があることも知り



「つなぐ」バックナンバーは
東北矯正管区のＨＰへ！

TEL ： ０２２－２86－０１３０（直通） FAX ： ０２２－２９４－１０３６
メール ： 2.sendaikyouseik.9gd@i.moj.go.jp

東北矯正管区  更生支援企画課
とうほくきょうせいかんく  こうせいしえんきかくか

３

●盛岡矯正展：９月２７・２８日（土・日）

27日：午前10時～午後４時
２８日：午前１０時～午後３時

27日：午前10時～午後４時
２８日：午前１０時～午後３時
盛岡少年刑務所にて開催！
（盛岡市上田字松屋敷11-11）

午前９時～午後３時（予定）                                  
山形刑務所にて開催！                                                
（山形市あけぼの２－１－１）

午前９時～午後３時
福島刑務所にて開催！
（福島市南沢又字上原１）

午前９時～午後３時（予定）

福島刑務所にて開催！
（福島市南沢又字上原１）

●山形矯正展：１０月２０日（日）●山形矯正展：１０月１９日（日）

矯正展 開催の矯正展 開催の

６月号に引き続き矯正展のご案内です。当日お待ちしています！！

●福島矯正展：10月６日（日）●福島矯正展：10月５日（日）

*

＊矯正展とは：刑務所等において、刑務作業や様々な取組についての広報を行うほか、
実際に受刑者が刑務作業で制作した「刑務所作業製品」を展示・販売する催しです。
（刑務所見学や体験コーナー、ステージイベントも実施！！）

＊矯正展とは：刑務所等において、刑務作業や様々な取組についての広報を行うほか、
実際に受刑者が刑務作業で制作した「刑務所作業製品」を展示・販売する催しです。
（刑務所見学や体験コーナー、ステージイベントも実施！！）
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再犯防止シンポジウム開催決定！

開催日：令和８年２月６日（金）
開催場所：仙台メディアテーク

今回のシンポジウムでは、再犯防止にご協力いただいている民間協力者の
生の声を多くお届けする予定です。今後の情報をお楽しみに！

仙台高等検察庁、東北地方更生保護委員会と東北矯正管区で順に担当している再犯防止
シンポジウムですが、今年度は当管区が担当庁です！
実りあるシンポジウムとなるよう、プロジェクトチームを立ち上げ、活発に意見を出し合いなが
ら、更生支援企画課を中心に、実施に向けて準備を進めています。

ここで準備状況をご紹介！第１弾は「SAVE IWATE 様」。
SAVE IWATE 様は、能登半島地震の影響で廃棄されそうに
なっていた輪島塗を再生させ、その売り上げを被災地支援のために
寄付されております。この取組の一部を盛岡少年刑務所でも
社会貢献作業として協力。
その詳細をシンポジウムの中で紹介していただきます。

出演交渉の
ため奔走中！

全ての矯正展に
おいて、再犯防止
に係る広報ブース
を出しています！
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